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ガンで障害年金が支給！？


　ガン（悪性新生物）が「障害年金」の支給対象となることもあります。公的年金の加入者が被保険者期間（保険料払込中）に定められた障害状態に該当すると、「障害年金」の受給資格が得られます。


　


　悪性新生物による障害の程度は、具体的な日常生活状況等により、総合的に認定するものと、ありますが、障害程度2級では、「必ずしも他人の介助を必要としないが、日常生活が極めて困難で、活動の範囲が病院では病棟内、家庭では家屋内に限られるもの」とあります。


厚生年金・共済年金加入者であれば3級障害程度では「以前より身体機能が落ち、著しい労働制限を受ける」とあり、受給可能対象者が更に広がります。


　癌の治療費は高額になりがちで、経済的には大きな負担となることも少なくありません。


また、「障害年金」以外にも、サラリーマンは、健康保険からの「傷病手当」、40歳以上であれば、「介護保険」も考えられます。


「高額療養費制度」を使っても間に合わないなどで、治療を断念するなどあってはなりません。まずは公的保険を確認してみて下さい。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





























親の心配は


「子どもに何とか貯金をさせて。」「子供に年金を勧めて下さい。」「20年30年なんて、あっという間、必ず歳を取るのだから。」


50代、60代、７０歳の親も、思いは同じです。『今思えば、あの頃はもう少し貯金ができたのに。


あの頃から続けていれば・・・』


それは“自分の後悔を子どもにはして欲しくない。”の、裏返しのようにも思えます。


「何故、貯金ができなかったのか。」子どものいない私にしても同じ思いで、


『私の失敗を若い人たちにして欲しくない。』


FPとしての使命感もここが出発点です。


　何故、貯蓄ができないのか。


○収入が少ない　


○今でなくても、来年からしようと思っている


○教育費や住宅ローンの負担が大きい


理由はいくらでもあります。けれど、


どんなに収入が少なくても、１日100円、いえ10円貯金箱に入れることは不可能ですか？


収入があるうちはその収入がずっと続くと思いがち、でも、5年後10年後、本当に今の収入が確約されていますか。貯蓄は出来るうちに、なるべく多くです。


教育費や住宅ローンは確かに大きな出費で


す。でも、サラリーマンでしたらボーナスの一部


を貯蓄に回す、あるいはローンの計画そのものに


無理はなかったか、検討の余地はありませんか。


　貯蓄は、習慣です。金額の多寡よりも、今でき


る金額で、すぐに始めることが大切です。


でも“月に1000円貯めても。。。” 


そうではありません。貯蓄の習慣ができれば、不


足を感じれば、もっと、貯めることができるようになり


ます。収入が増えたら、その一部を貯蓄に回し、


できるだけ長く継続して貯めればよいのです。


　何故、貯蓄が大切なのか。　


◎貯蓄をすることで、計画的にお金が使えるように


なり、短期では不可能なことでも、長期には実現


可能となるからです。


　若い人達に真剣に資産作りに取り組んで頂き


たいと願っております。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





我が家のささやかな　   ベランダガーデンに咲いた    岩たばこさん





ごめんね。。。


気付いてあげずに、


今年も静かに終わちゃうね。。。

















